
【感染症発生動向調査事業から】 
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全国における今年のマイコプラズマ肺炎の報告数は、７月中旬から徐々に増
加しています。川崎市では、急性呼吸器感染症として健康安全研究所に搬入さ
れた検体から、８月下旬に今年初めて肺炎マイコプラズマが検出され、第４１
週（１０月５日～１０月１１日）以降は２週連続で検出されました。 

マイコプラズマ肺炎の症状は、発熱、倦怠感に続いて咳が現れ、解熱後も咳
が３～４週間程度続くのが特徴です。通常は自然に回復しますが、早期の適切
な抗菌薬治療が有効です。咳症状が続く場合には、早めに医療機関を受診しま
しょう。 

今、何の病気が流行しているか！  

第４２週報告数第１位 

令和８年１０月１２日（月）～令和８年１０月１８日（日）〔令和８年第４２週〕の感染症発生状況 

第４２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）ＲＳウイルス感染症でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１０．５９人と前週（１９．５９人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．５１人と前週（２．１６人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は１．１９人と前週（１．２４人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

第４２週報告数第３位 

第４２週報告数第２位 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年１０月２０日作成 

今、気をつけたい感染症～マイコプラズマ肺炎～ 

全国におけるマイコプラズマ肺炎の発生状況（５年間）及び 
川崎市の急性呼吸器感染症病原体サーベイランス 
における肺炎マイコプラズマの検出状況（令和８年） 

病 原 体：肺炎マイコプラズマ 

感染経路：飛沫感染、接触感染 

潜伏期間：通常２～３週間 

主な症状：発熱、だるさ、頭痛、乾いた咳 

     ※多くは軽症だが、様々な合併 

      症を併発する場合もある。 

好発年齢：１５歳未満が約８割を占める。 

治  療：抗菌薬の投与等 

予防対策 

マイコプラズマ肺炎とは？ 

マスクの着用 石けんによる手洗い 咳エチケット 
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